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論文内容の要旨
本研究では網羅的遺伝子発現解析の手法により根粒菌 (A1esorhizobiuLU loh) とマメ科植物ミヤコグサ (Lotus
japonicus) 、それぞれにおける共生に関わる因子の同定を行った。本論文は緒論( 1 章)、本文 (2 、 3 、 4 章)、
総括 (5 章)より構成されている。










第 3 章ではミヤコグサの根毛で強く発現する遺伝子を cDNA-AFLP (amplified fragment length polymorphism) 


























(2) ミヤコグサの根毛で強く発現する遺伝子を cDNA-AFLP (amplified fragment length polymorphism) 法によ
って単離している。 cDNA-AFLP 法によるバンドパターンの比較から二つの遺伝子、 LjRHI0l と LjRHI02 をマーカ
ー遺伝子の候補として取得し、これらの遺伝子がそれぞ、れベルオキシダーゼとキシログルカンエンドトランスグリコ
シラーゼをコードすることを示している。リアルタイム RT-PCR 法による組織別の発現解析により、この二つの遺伝
子が根やシュートに比べて根毛で非常に高い発現を示したことから、ミヤコグサ根毛の有用なマーカー遺伝子として
有効であることを明らかにしている。
(3) ミヤコグサマクロアレイを用いて根毛において硝酸態窒素に応答する遺伝子の発現プロファイルを解析して
いる。硝酸態窒素に対して発現が低下した遺伝子が植物ホルモンであるジャスモン酸に応答することが知られている
遺伝子であるとしづ共通性を見出している。このことから、硝酸態窒素による根粒菌感染阻害はジャスモン酸量もし
くはそのシグナリングの抑制に起因していると推論し、硝酸態窒素により、根粒菌感染が阻害された植物体への、ジャ
スモン酸の影響を調べ、実際に抑圧することを明らかにしている。
以上のように、本論文は窒素固定共生系に関する知見を根粒菌と宿主植物側の両側から解析し、植物ホルモンであ
るジャスモン酸の新たな役割など、いくつかの重要な新しい知見を得ている。これは生物資源工学及び共生情報工学
の発展に少なからず寄与するものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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